Myrtles in the Classics (cont.) by Tomohiro , Tomohiro
広島大学学術情報リポジトリ
Hiroshima University Institutional Repository
Title 古典に見えるギンバイカ（承前）
Auther(s) 水谷, 智洋





Right Copyright (c) 2018 日本ギリシア語ギリシア文学会
Relation














    
（11）Aristophanēs, Sphēkes 860-2  
 
ΒΔ. ἀλλ̓ ὡς τάχιστα πῦρ τις ἐξενεγκάτω 860  
 καὶ μυρρίνας καὶ τὸν λιβανωτὸν ἔνδοθεν  
 ὅπως ἂν εὐξώμεσθα πρῶτα τοῖς θεοῖς.  
ブデリュクレオン 誰か大急ぎで家のなかから火と 
 桃金嬢
て ん に ん か
の枝と乳香を持って来い。 
 まず神々にお祈りしようというのだ 12)。 
 
（12）Aristophanēs, Batrakhoi 325-30  
 
ΧΟ. ὦ Ἴακχε, 325 
ἐλθὲ τόνδʼ ἀνὰ λειμῶνα χορεύσων, 
 ὁσίους ἐς θιασώτας, 
 πολύκαρπον μὲν τινάσσων 










 （11）では手折っただけの小枝ですが、（12）では στέφανος リース（wreath）
に加工されています 13)。このギンバイカのリースは、行列をなしてエレウシー
スの神域に向かう神官と秘教入会者たちの正式の頭飾りであった、と Merry は







（13）Euripidēs, Alkēstis 826-32  
 
ΗΡ. ἀλλ̓ ᾐσθόμην μὲν ὄμμ̓ ἰδὼν δακρυρροοῦν 
κουράν τε καὶ πρόσωπον·  ἀλλ̓ ἔπειθέ με 
λέγων θυραῖον κῆδος ἐς τάφον φέρειν. 
βίᾳ δὲ θυμοῦ τάσδʼ ὑπερβαλὼν πύλας 
ἔπινον ἀνδρὸς ἐν φιλοξένου δόμοις, 830 
πράσσοντος οὕτω.  κᾆτα κωμάζω κάρα 













 『アルケースティス』は、前 438 年の悲劇の競演で、たぶん、サテュロス劇
τὸ σατυρικόν の代わりとして上演された作品と考えられています。主人公のア


















の 8 行がその裏付けになりましょうか。 
 
（14）Aristophanēs, Thesmophoriazusai 445-52  
 
ΓΥ.Β. ἃ δ᾽ ἐγὼ πέπονθα, ταῦτα λέξαι βούλομαι. 445 
ἐμοὶ γὰρ ἁνὴρ ἀπέθανεν μὲν ἐν Κύπρῳ, 
παιδάρια πέντε καταλιπών, ἁγὼ μόλις  
στεφανηπλοκοῦσ᾽ ἔβοσκον ἐν ταῖς μυρρίναις. 
τέως μὲν οὖν ἀλλ᾽ ἡμικάκως ἐβοσκόμην· 
νῦν δ᾽ οὗτος ἐν ταῖσιν τραγῳδίαις ποιῶν 450 
τοὺς ἄνδρας ἀναπέπεικεν οὐκ εἶναι θεούς· 
















 アテーナイの女性たちは、現代の暦の 10 月の終わり頃、4 日間にわたって「掟
授けの祭」τὰ Θεσμοφόρια を挙行しました。これは「掟を授ける両神」τὼ 
Θεσμοφόρω、すなわちデーメーテールとペルセポネーの母娘神を祝うものでし
たが、その第 3 日に女性たちは、女の敵エウリーピデースを糾弾する議会を開
いた、とはアリストパネース『女だけの祭』（たぶん前 411 年上演）の設定です。 
 ここで私の関心は 448 行の ἐν ταῖς μυρρίναις にあります。呉訳では「桃金嬢
ミ ル テ
市









二十ほど花冠を編まなきゃなりませんもので。」ἀλλ᾽ εἰς ἀγορὰν ἄπειμι· δεῖ γὰρ 




ました。ギリシア最大の合唱隊歌の詩人ピンダロス（前 518 頃―438 頃）とロ
ーマの博物誌家プリーニウス（23/4―79）にその例を見出すことができます。 
 
（15）Pindaros, Isthmionikai 8. 65-7  
 
 ἁλίκων τῷ τις ἁβρὸν 65 
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 『イストミア祝捷歌集』第 8 歌は、少年組のパンクラティオンで優勝したア
イギーナのクレアンドロス（前 478 年？）の頌歌です。同じ歌集の第 4 歌では、
同じ競技で優勝したテーバイのメリッソス（前 478 年？）が称えられています
が、「この男は頭をギンバイカの小枝で白く飾って二重の勝利を現した」


























揮官がゲッケイジュのリースをまとう仕来たりだ、と Aulus Gellius（130 頃― 
180？）の Noctes Atticae『アッティカ夜話』5.6.20-3 は説明してます。ギンバイ
















カの果実のように、ブドウ酒のようなものもあり」τῶν δὲ χυλῶν οἱ μέν εἰσιν 
οἰνώδεις, ὥσπερ ἀμπέλου συκαμίνου μύρτου·という記述の正しさを実感しました。
以下では「果実」に代え、たんに「実」ということにします。 
 さて、ギンバイカの実は、なんとアッティカ地方の名産品だったのです。前





（17）Antiphanēs, PCG F177 (Athēnaios 2.43 B-C) 20)  
 
 Α. οἷα δ᾽ ἡ χώρα φέρει 
  διαφέροντα πάσης, Ἱππόνικε, τῆς οἰκουμένης, 
  τὸ μέλι, τοὺς ἄρτους, τὰ σῦκα. Β. σῦκα μὲν, νὴ τὸν Δία, 
  πάνυ φέρει. Α. βοσκήματ᾽, ἔρια, μύρτα, πυρούς, ὕδωρ, 
  ὥστε καὶ γνοίην ἂν εὐθὺς Ἀττικὸν πίνων ὕδωρ.   
 A.  この土地は、ヒッポニーコスよ、全世界にまさるなんとすぐれた 
  品々を産することか、蜂蜜、小麦パン、イチジク。 
 Β.  たしかにイチジクは、ゼウスにかけて、 
 ふんだんに採れるな。  A.  家畜、羊毛、ギンバイカの実、小麦、水。 







（18）Theophrastos, Kharaktēres 11  
 
καὶ πληθούσης τῆς ἀγορᾶς προσελθὼν πρὸς τὰ κάρυα ἢ τὰ μύρτα ἢ τὰ 
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供給する人物がいなければなりません。ひょっとしたら、その卸し業者だった
のかも、と推測させるような文章がプラトーンの第 13 書簡中にあります。 
 
（19）Platōn, Epistolai 13, 361A-B    
 
πέμπω δὲ καὶ οἴνου γλυκέος δώδεκα σταμνία τοῖς παισὶ καὶ μέλιτος δύο. 
ἰσχάδων δὲ ὕστερον ἤλθομεν τῆς ἀποθέσεως, τὰ δὲ μύρτα ἀποτιθέντα 
κατεσάπη· ἀλλ᾽ αὖθις βέλτιον ἐπιμελησόμεθα· 













































断片 PCG F80 (Ath.14. 640D)では、ドライフルーツ、ケーキ、アーモンドと並ん
で「大好きなデザート」ἥδιστά γ᾽ ἐπιδορπίζομαι の仲間入りをしています。 
 次に、デザート云々から離れると、Apollophanēs（前 5 世紀の喜劇詩人）の
断片 PCG F5 (Ath.3.75C) は、ギンバイカの実の効用についてこう述べています。
「なによりもまず、テーブルにはギンバイカの実が不可欠だ。いつだって、な
にか考えごとをするときは、咬み砕くのだから。」πρώτιστα δὲ / τῶν μυρρινῶν ἐπὶ 
τὴν τράπεζαν βούλομαι, / ἃς διαμασῶμ᾿ ὅταν τι βουλεύειν δέη. 「咬み砕く」といい
考えが思い浮かぶだけではありません。プリーニウス『博物誌』23.159 によれ
ば、「口臭をさわやかにする」効果があるそうです。「たとえ咬み砕くのが一
日前のことであっても。」の由です。 odorem oris commendat vel pridie 










Apicius, de Re Coquinaria 7.270）状態で使うのでしょう。また、イノシシ肉にか
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ネースから 2 ヵ所引用します。 
 
（21）Aristophanēs, Lysistratē 1002-6    
 
 ΚΗ. μογίομες, ἂν γὰρ τὰν πόλιν  
  ᾇπερ λυχνοφορίοντες ἀποκεκύφαμες. 
  ταὶ γὰρ γυναῖκες οὐδὲ τῶ μυρτῶ σιγῆν 
  ἐῶντι, πρίν χ᾽ ἅπαντες ἐξ ἑνὸς λόγω 1005 










（22）Aristophanēs, Ornithes (lat. Aves) 159-61    
 ΕΠ. νεμόμεσθα δ᾽ ἐν κήποις τὰ λευκὰ σήσαμα 
  καὶ μύρτα καὶ μήκωνα καὶ σισύμβρια. 160 




て ん に ん か
の実や 
   ひなげしだのはっか草なんかをついばむのじゃ。 
 エウエルピデス するってえとあんたがたは、 




1004 行の μυρτῶ がなぜ高津訳の「桃」になるかといえば、喜劇では μύρτον の
























14) W. W. Merry, Aristophanes, The Frogs (Oxford, 1884), p. 21. 
15) W. B. Stanford, Aristophanes, The Frogs (London, 2
nd
 ed., 1968), p. 102. 
16) 『世界古典文学全集 9 エウリピデス』（筑摩書房、1965）所収の呉茂一訳を借りまし
た。 
17) 「女の乙」に先立つ「女の甲」のセリフに、「ですから奥さんが花冠でも編んでようも
んなら、（亭主は）もう恋してるな、と考えんのよ。」ὥστ᾽ ἐάν τις νῦν πλέκῃ / γυνὴ στέφανον, 
ἐρᾶν δοκεῖ· (400-1) があります。何のリースを編むかは不明ですが、家庭内でのリースづく
りはごく普通のことだったように見うけられます。  
18) イストミア競技での勝利者に授けられるリースは、むしろセロリ σέλινον のそれのほ
うが有名であったかもしれません（cf. 2.16, 8.64）。セロリのリースはネメア勝利歌 4.88に
も出ます。 
19) 実物は東京上野の国立博物館で開催された「古代ギリシャ――時空を超えた旅――」
（2016 年 6 月–9 月）に出品されたものです。その特別展を見逃した私のために、小川洋
子氏が図録のカラーコピーを送ってくださいました。なお、リースないし花冠一般ついて
は、小川氏の『テオプラストス 植物誌 2』（注 4）の解説「花冠用植物について」（447-80
頁）を、是非、ご一読ください。 
20) PCGはR. Kassel & C. Austin (edd.), Poetae Comici Graeci (Berlin & New York, 1983-2001?)




22) 訳文は、プラトン著、藤沢令夫訳『国家（上）』（岩波文庫、1975）、155 頁を借りました。 
23) 同上、9 頁。 
24) Cf. J. Henderson, The Maculate Muse, obscene language in Attic comedy (Oxford UP, New 
York & Oxford, 2
nd
 ed., 1991), pp.134-5. 
